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信
託
の
設
定
に
お
い
て
、
委
託
者
は
、
受
託
者
に
対
し
て
、
財
産
権
た
る
信
託
財
産
を
移
驍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
（
旧

信
託
法
一
条
、
改
正
信
託
法
三
条
一
項
）
、
信
託
財
産
上
の
権
利
（
財
産
権
）
の
移
転
の
み
で
は
足
り
ず
、
信
託
財
産
の
引
渡
な
ど
の
方

（
１
）
 

法
に
よ
っ
て
、
占
有
の
移
転
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
、
委
託
者
か
ら
受
託
者
に
対
す
る
信
託
財
産

の
占
有
の
移
転
す
な
わ
ち
占
有
関
係
の
承
継
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
た
信
託
に
つ
い
て
、

受
託
者
は
、
委
託
者
の
占
有
と
同
一
性
の
存
す
る
占
有
を
継
続
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
受
託
者
自
身
新
た
な
占
有
を
始
め

た
も
の
と
み
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
、
占
有
は
各
人
に
お
け
る
事
実
的

支
配
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
的
支
配
状
態
に
つ
い
て
、
委
託
者
か
ら
受
託
者
へ
と
継
続
し
た
一
つ
の
事
実
状
態
と
み
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
受
託
者
自
身
に
お
け
る
独
立
の
事
実
状
態
と
み
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
改
正
前
の
信
託
法
は
、
委
託
者
に
処
分
権
の
存
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
る
信
託
が
存
す
る
場
合
等
を
想
定

（
２
）
 

し
て
、
「
受
託
者
ハ
信
託
財
産
ノ
占
有
二
付
委
託
者
ノ
占
有
ノ
瑠
疵
ヲ
承
継
ス
」
（
旧
信
託
法
一
一
一
一
条
一
項
）
と
規
定
し
、
「
前
項
ノ
規
定
ハ

金
銭
其
ノ
他
ノ
物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
二
付
之
ヲ
準
用
ス
」
（
旧
信
託
法
一
三
条
二
項
）
と
規
定
し
て
い
た
の

（
３
）
 

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
〈
「
回
の
信
託
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
受
託
者
は
、
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
の
占
有
に
つ
い
て
、
委
託
者
の
占
有

の
瑠
疵
を
承
継
す
る
」
（
改
正
信
託
法
一
五
条
）
と
規
定
し
、
同
二
項
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
正
信
託
法
一
五
条

規
定
は
、
有
価
証
券
に
関
す
る
規
定
を
除
き
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
一
項
と
同
趣
旨
の
規
定
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

Ｉ
問
題
点
の
所
在

法
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（
小
野
傑
・
深
山
雅
也
編
．
新
し
い
信
託
法
解
説
五
一
頁
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
、
改
正
信
託
法
は
、
改
正
前
の
信
託
法
と
同
様
、
委
託
者

が
処
分
権
を
有
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
信
託
を
設
定
し
た
場
合
等
で
あ
っ
て
も
、
信
託
行
為
自
体
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

（
４
）
 

し
て
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
一
」
と
に
し
、
真
正
の
所
有
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
瑠
疵
の
あ
る
（
悪
意
の
）
占
有
者
（
委
託
者
）
は
、
信
託
制
度
を
悪
用
し
て
、
そ
の
占
有
物
（
信
託

財
産
）
を
暇
疵
の
な
い
（
善
意
の
）
他
人
（
受
託
者
）
に
移
転
し
、
自
ら
受
益
者
に
な
っ
て
不
当
な
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
、
真
正

の
権
利
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
規
定
は
、
委
託
者
か
ら
受
託
者
に
対
し
て
財
産
権
を
移
転
す
る
と
言

（Ｐ①） 

壱
っ
信
託
の
特
性
に
基
づ
い
て
、
信
託
の
悪
用
す
な
わ
ち
委
託
者
に
処
分
権
の
存
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
る
信
託
を
防
止

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
法
意
に
つ
い
て
、
解
釈
論
と
し
て
、
実
務
上
に
お
い
て
も
、
大
い
に
議
論
す
べ
き
問
題

点
を
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
信
託
の
基
本
的
横
造
に
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
受
託
者
に
対
す
る
信
託
財
産
の
占

有
に
つ
い
て
、
自
主
占
有
（
債
権
説
）
か
他
主
占
有
（
実
質
的
法
主
体
説
、
制
限
的
権
利
移
転
説
）
あ
る
い
は
代
理
占
有
（
相
対
的
権
利

移
転
説
）
か
を
は
じ
め
、
そ
の
適
用
範
囲
と
し
て
契
約
信
託
の
み
の
規
定
か
遺
言
信
託
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
、
動
産
・
不
動
産
は
も
ち

ろ
ん
金
銭
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
の
か
、
占
有
の
暇
疵
の
み
を
対
象
に
し
た
規
定
で
権
利
の
暇
疵
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
か
、
ま
た
、

自
益
信
託
と
他
益
信
託
と
で
適
用
上
差
異
が
存
す
る
の
か
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
法
論
と
し
て
、
改
正
信
託
法
一
五
条
に
よ
れ
ば
、
旧

信
託
法
一
三
条
二
項
に
規
定
す
る
「
金
銭
其
ノ
他
ノ
物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
」
に
関
し
て
削
除
し
て
い
る
が
、

有
価
証
券
の
占
有
暇
疵
に
つ
い
て
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
暇
疵
を
承
継
さ
せ
る
必
要
性
は
存
し
な
い
の
か
な
ど
に
関
し
て
学
理
的

検
討
の
余
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
瑠
疵
承
継
（
中
野
）

七
五
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委
託
者
が
処
分
権
を
有
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
信
託
を
設
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
信
託
法
上
受
託
者
は
信
託
財
産
の
占
有
に

つ
い
て
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
、
改
正
信
託
法
一
五
条
）
、
民
法
の
一
般
原
則

に
よ
れ
ば
、
占
有
者
（
委
託
者
）
の
承
継
人
（
受
託
者
）
は
、
そ
の
選
択
に
従
っ
て
、
自
己
（
受
託
者
）
の
占
有
の
み
を
主
張
す
る
こ
と

（
６
）
 

が
で
き
る
と
も
に
、
自
己
（
受
託
者
）
の
占
有
に
一
別
の
占
有
者
（
委
託
者
）
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
（
民

法
一
八
七
条
一
項
）
。
た
だ
し
、
承
継
人
（
受
託
者
）
が
前
の
占
有
者
（
委
託
者
）
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
場
合
に
は
、
承
継
人
（
受

（
７
）
 

託
者
）
は
、
一
別
の
占
有
者
（
委
託
者
）
の
占
有
の
暇
疵
を
も
承
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
民
法
一
八
七
条
二
項
）
。

こ
の
よ
う
に
、
占
有
の
暇
疵
に
関
す
る
民
法
上
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
委
託
者
か
ら
受
託
者
に
対
す
る
信
託
財
産
の
占
有
の
移
転
に
つ
い

て
、
一
面
に
お
い
て
は
、
前
の
占
有
者
た
る
委
託
者
の
占
有
と
関
係
な
く
、
受
託
者
自
身
が
新
た
に
始
め
た
占
有
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

し
二
八
七
条
一
項
前
段
）
、
他
面
に
お
い
て
は
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
と
同
一
性
の
存
す
る
占
有
が
継
続
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
二
八
七
条
一
項
後
段
）
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
託
者
は
、
委
託
者
か
ら
移
転
さ
れ
た
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
の
承
継
人

と
し
て
、
信
託
法
上
自
己
の
占
有
の
み
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
占
有
の
承
継
に
関
す
る
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
、
占
有

の
承
継
人
で
あ
る
受
託
者
の
選
択
に
よ
っ
て
、
自
己
の
占
有
に
暇
疵
が
な
け
れ
ば
、
委
託
者
の
占
有
に
暇
疵
が
あ
っ
て
も
、
信
託
財
産
に

対
す
る
瑠
疵
の
な
い
占
有
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
託
者
が
他
主
占
有
ま
た
は
悪
意
の
占
有
で
あ
っ
て
も
、
受
託

者
が
自
主
占
有
で
あ
り
善
意
の
占
有
で
あ
る
な
ら
ば
、
委
託
者
の
他
主
占
有
ま
た
は
悪
意
の
占
有
は
切
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
受
託
者

Ⅱ
占
有
暇
疵
の
承
継
に
関
す
る
民
法
上
の
原
則

法
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志
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一
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は
自
己
の
占
有
の
み
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
占
有
の
承
継
に
関
す
る
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
、
占
有
の
承
継
人
で
あ
る
受
託
者
の
選
択
に
よ
っ
て
、
受
託
者

は
自
己
の
占
有
に
委
託
者
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
（
民
法
一
八
七
条
一
項
後
段
）
。
か
か
る
場
合
、
受
託
者

は
、
自
己
の
占
有
に
つ
い
て
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
（
民
法
一
八
七
条
二
項
）
。
受
託
者
は
自
己
の
占
有
の
み

は
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
委
託
者
の
占
有
の
暇
疵
を
承
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
点
で
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法

一
三
条
）
の
規
定
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
委
託
者
か
ら
移
転
さ
れ
た
信
託
財
産
の
承
継
人
で
あ
る
受
託
者
は
、
前
の
占
有
者
た

る
委
託
者
の
有
す
る
占
有
権
を
そ
の
ま
ま
承
継
す
る
こ
と
に
な
り
、
前
の
占
有
者
た
る
委
託
者
の
占
有
に
瑠
疵
の
あ
る
と
き
は
、
前
の
占

有
者
の
占
有
暇
疵
は
切
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
瑠
疵
を
も
承
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
託
者
が
所
有

の
意
思
の
な
い
占
有
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
受
託
者
自
身
が
自
主
占
有
ま
た
は
善
意
の
占
有
者
で
あ
っ
て
も
、
占
有
権
の
承
継
す
な
わ
ち

前
の
占
有
者
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
か
ぎ
り
、
自
主
占
有
ま
た
は
善
意
の
占
有
で
な
い
こ
と
に
な
り
、
取
得
時
効
（
民
法
一
六
二
条
）

を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
受
託
者
は
、
信
託
財
産

に
つ
い
て
、
委
託
者
が
信
託
設
定
時
に
占
有
し
て
い
た
瑠
疵
を
承
継
す
る
の
で
あ
る
（
遊
佐
慶
夫
・
信
託
法
制
評
論
七
六
頁
参
照
）
。

こ
の
よ
う
に
、
占
有
瑠
疵
の
承
継
に
関
す
る
民
法
上
の
原
則
は
、
取
引
の
安
全
保
護
の
た
め
に
、
自
主
占
有
に
お
け
る
占
有
権
の
承
継

人
の
保
護
に
重
点
が
置
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
信
託
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
信
託
財
産
の
占
有
者
た
る
受
託
者
の
保
護
を
前
提
に
し
て
い

る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
自
主
占
有
の
立
場
を
採
ら
れ
る
債
権
説
の
学
者
が
「
受
託
者
は
委
託
者
以
上
に
保
護
す
る
必
要
は
な
い
」
（
呉

文
炳
・
信
託
論
八
六
頁
、
三
淵
忠
彦
・
信
託
法
及
信
託
業
法
五
一
頁
、
上
田
啓
次
・
信
託
制
度
と
そ
の
利
用
三
五
頁
、
田
中
寅
・
山
田
昭
・
補
訂
雨

宮
孝
子
・
改
訂
信
託
法
六
三
頁
、
永
井
涛
吉
「
日
本
信
託
法
要
論
（
四
）
｜
信
託
集
会
所
会
報
一
六
巻
六
号
五
一
頁
）
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

七
七
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信
託
の
基
本
的
構
造
に
も
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
の
態
様
に
つ
い
て
、
学
説
上
、
解
釈
論
と

（
Ⅲ
）
 

し
て
、
自
主
占
有
、
他
主
占
有
お
よ
び
代
理
占
有
と
解
す
る
説
と
が
対
立
す
る
。
受
託
者
は
、
委
託
者
か
曇
り
移
転
さ
れ
た
信
託
財
産
上
の

権
利
を
享
有
す
る
と
と
も
に
、
信
託
財
産
自
体
を
享
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
受
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
承
継
を
前
提
と
し
て
の
占

有
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
種
類
の
占
有
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
占
有
暇
疵
の
承
継
が
問
題
に
な
る
の
は
、
自

主
占
有
の
場
合
で
あ
っ
て
、
他
主
占
有
の
場
合
に
は
「
占
有
ノ
瑠
疵
」
と
い
う
べ
き
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
（
四
宮
和
夫
・
信
託
法
［
新

版
］
一
九
七
頁
、
我
妻
栄
Ⅱ
有
泉
亨
・
民
法
講
義
Ⅱ
［
五
六
四
］
、
柚
木
馨
Ⅱ
高
木
多
喜
男
・
判
例
物
権
法
総
論
（
補
訂
版
）
三
四
○
’
一
一
一
四
一
一
貝
参
照
）

の
に
対
し
て
、
旧
信
託
法
一
三
条
に
規
定
す
る
占
有
の
瑠
疵
の
承
継
は
他
主
占
有
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
と
主
張
さ
れ
て
い
た
（
大
阪
谷
公

雄
・
信
託
法
セ
ミ
ナ
ー
二
八
二
頁
、
な
お
、
松
本
崇
（
信
託
法
（
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
九
九
頁
は
、
他
主
占
有
と
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
自
主
占
有

（
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
す
る
占
有
）
で
な
い
こ
と
と
主
張
さ
れ
て
い
る
）
。

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

七
八

（
８
）
 

た
が
っ
て
、
民
法
上
の
占
有
瑠
疵
の
承
継
に
関
す
る
原
則
は
、
そ
の
ま
ま
信
託
関
係
に
つ
い
て
適
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
は
、
受
託
者
は
独
立
し
た
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
者
と
見
な
い
で
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を

承
継
す
る
こ
と
に
し
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
、
改
正
信
託
法
一
五
条
）
、
真
正
の
所
有
者
の
保
護
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
委

託
者
の
占
有
と
受
託
者
の
瑠
疵
承
継
の
問
題
か
ら
、
信
託
は
委
託
者
の
た
め
の
財
産
管
理
機
柵
と
言
わ
れ
る
が
（
田
中
寅
・
山
田
昭
・
補
訂

（
９
）
 

雨
宮
孝
子
・
補
訂
信
託
法
六
四
頁
）
、
ま
さ
し
く
私
見
に
相
応
す
る
見
解
で
あ
る
。

Ⅲ
受
託
者
の
占
有
の
態
様
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占
有
瑠
疵
の
承
継
が
問
題
に
な
る
の
は
、
受
託
者
の
占
有
が
自
主
占
有
か
他
主
占
有
か
の
問
題
は
別
に
し
て
、
占
有
の
態
様
に
よ
っ
て

そ
の
効
力
が
相
異
す
る
た
め
（
た
と
え
ば
、
取
得
時
効
（
民
一
六
二
条
以
下
）
、
占
有
者
の
賠
償
責
任
の
範
囲
二
九
一
条
）
等
）
、
受
託
者
の

（
Ⅱ
）
 

信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
の
態
様
に
よ
る
学
説
上
の
相
異
点
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
一
つ
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
受
託
者
の
完
全
権
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
債
権
説
に
よ
れ
ば
、
信
託
財
産
は
信
託
の
設
定
行
為
に
よ
り
、
委
託
者
か

ら
受
託
者
に
完
全
に
移
転
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
は
自
主
占
有
で
あ
り
か
つ
自
己
占
有
で
あ
る

と
主
張
さ
れ
る
（
永
井
講
吉
「
日
本
信
託
法
要
義
（
四
）
」
信
託
集
会
所
会
報
一
六
巻
六
号
五
二
頁
）
。
し
か
し
、
受
託
者
の
占
有
に
つ
い
て
自
主

占
有
と
解
す
る
な
ら
ば
、
受
託
者
は
、
自
己
の
占
有
の
み
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
、
改
正
信
託
法
一
五

条
）
、
悪
意
で
占
有
し
て
い
た
委
託
者
の
占
有
期
間
に
加
え
て
、
自
己
の
善
意
の
占
有
期
間
を
合
算
し
て
取
得
時
効
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
託
者
は
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
占
有
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
所
有
者

ば
か
り
で
な
く
、
委
託
者
に
対
し
て
も
、
取
得
時
効
（
民
法
一
六
二
条
）
に
よ
り
、
所
有
権
の
取
得
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
自
主
占
有
と
は
「
所
有
の
意
思
」
を
も
っ
て
す
る
占
有
の
こ
と
で
あ
り
、
所
有
の
意
思
と
は
そ
の
所
有
物
に
対
し
て
所
有

者
が
な
し
え
る
と
同
様
の
排
他
的
支
配
を
事
実
上
行
お
う
と
す
る
意
思
の
あ
る
占
有
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
受
託
者
は
信
託
財
産
を
所

有
の
意
思
を
も
っ
て
占
有
す
る
か
否
か
に
関
し
て
、
所
有
の
意
思
の
有
無
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
攝
判
昭
和
四
五
壬
ハ
月
一
八
日
裁
判
集
民
九

九
号
三
七
五
頁
）
、
そ
の
占
有
を
取
得
さ
せ
た
原
因
た
る
事
実
す
な
わ
ち
権
原
の
性
質
ま
た
は
占
有
に
関
す
る
事
情
に
よ
っ
て
外
形
的
客
観

的
に
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
通
説
）
。
こ
れ
を
基
準
に
す
る
か
ぎ
り
、
受
託
者
は
、
委
託
者
か
ら
移
転
さ
れ
た
信
託
財
産
に
つ
い
て
排

他
的
処
分
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
委
託
者
の
指
示
し
た
一
定
の
目
的
に
従
っ
て
信
託
財
産
を
管
理
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
か
つ
ま

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

七
九
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法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

八
○

た
自
己
の
利
益
の
た
め
に
信
託
財
産
を
管
理
処
分
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
所
有
の
意
思
を
有
す
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
の
態
様
に
つ
い
て
、
自
主
占
有
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
解
釈
論
と
し
て
、
信
託

財
産
は
、
受
益
権
と
も
関
連
し
て
、
時
効
（
取
得
時
効
・
消
滅
時
効
）
に
か
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
四
宮
・
信
託
法
［
新
版
一
三
五

六
頁
脚
注
（
６
）
、
大
阪
谷
・
前
掲
轡
二
八
一
頁
、
た
だ
し
、
両
博
士
と
も
、
受
益
権
は
二
○
年
間
（
民
法
一
六
七
条
二
項
）
の
不
行
使
に
よ
り
消
滅
時

効
に
か
か
る
と
さ
れ
る
）
。
こ
の
意
味
は
、
受
託
者
は
排
他
的
処
分
権
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
受
託
者
は
受
益
者
の
た
め
に
信
託
財
産
を

占
有
し
て
い
る
た
め
で
、
受
託
者
が
信
託
財
産
を
二
○
年
、
三
○
年
間
占
有
し
た
と
し
て
も
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
取
得
時
効
の
完
成
を

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
自
主
占
有
の
効
力
で
あ
る
取
得
時
効
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
点
か

（
旧
）

ら
も
自
主
占
有
で
は
な
い
と
一
一
一
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
信
託
財
産
に
法
主
体
を
付
与
し
受
託
者
は
信
託
財
産
の
機
関
た
る
地
位
と
捉
え
る
実
質
的
法
主
体
説
に
よ
れ
ば
、
信

託
財
産
の
有
す
る
占
有
の
態
様
は
そ
の
代
表
た
る
受
託
者
（
占
有
代
理
人
）
に
つ
い
て
決
す
べ
き
で
あ
る
と
し
な
が
ら
西
宮
・
前
掲
響

一
九
七
頁
）
、
受
託
者
が
受
託
者
の
資
格
で
信
託
財
産
を
占
有
す
る
場
合
、
信
託
財
産
に
占
有
権
を
生
ぜ
し
め
る
と
同
時
に
受
託
者
自
身
の

た
め
に
も
占
有
を
生
ぜ
し
め
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
占
有
に
お
い
て
－
，
本
人
の
た
め
に
す
る
意
思
」
の
み
な
ら
ず
「
自
己
の
た
め
に
す
る

意
思
」
を
有
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
自
己
占
有
は
、
権
限
の
性
質
上
、
信
託
財
産
の
た
め
の
他
主
占
有
と
言
わ
れ
る
の

で
あ
る
（
四
宮
・
前
掲
書
三
○
四
頁
）
。
信
託
財
産
に
法
主
体
を
付
与
す
る
こ
と
の
是
非
は
別
に
し
て
、
信
託
財
産
に
法
主
体
を
付
与
す
る

（
旧
）

こ
と
は
民
法
上
疑
義
が
存
す
る
が
、
信
託
財
産
に
法
主
体
を
付
与
す
る
立
場
か
ら
は
当
然
の
帰
結
と
一
一
一
一
巨
え
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
制
限
的
権
利
移
転
説
に
よ
れ
ば
、
受
託
者
は
信
託
財
産
の
名
義
人
に
な
る
が
債
権
説
の
よ
う
に
受
託
者
に
完
全
に
移
転
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
委
託
者
が
観
念
的
か
つ
潜
在
的
な
所
有
権
（
自
主
占
有
）
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
信
託
目
的
に
限
定
さ
れ
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た
範
囲
内
で
、
受
益
者
の
た
め
に
、
信
託
財
産
を
管
理
処
分
す
る
こ
と
の
で
き
る
占
有
で
あ
る
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
受
託
者

に
は
信
託
財
産
に
対
す
る
所
有
の
意
思
は
な
く
、
他
主
占
有
と
言
う
こ
と
に
な
る
（
中
野
正
俊
・
信
託
法
講
義
一
八
頁
以
下
参
照
、
大
阪
谷
公

｛
川
）

雄
博
士
は
、
信
託
の
基
本
的
櫛
造
に
つ
い
て
私
見
と
相
違
す
る
が
、
他
主
占
有
説
を
採
ら
れ
る
（
信
託
法
セ
ミ
ナ
ー
二
八
一
頁
）
、
ま
た
、
新
井
誠
教
授
も

「
自
主
占
有
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
他
主
占
有
」
に
近
い
性
質
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
信
託
法
二
一
二
頁
）
〉
・
信
託
法
が
委
託
者
の
占

有
の
暇
疵
を
承
継
す
る
と
規
定
し
た
の
は
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
、
改
正
信
託
法
一
五
条
）
、
委
託
者
の
占
有
が
受
託
者
に
継
続
す
る
と
見

倣
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
託
者
は
自
己
の
占
有
の
み
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
委
託
者
の
有
す
る
占
有
の
瑠
疵

を
そ
の
ま
ま
承
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
占
有
の
承
継
人
に
認
め
ら
れ
た
選
択
権
（
民
一
八
七
条
）
を
受
託
者
か
ら
奪
っ
た
こ
と

と
同
じ
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
受
託
者
で
あ
る
他
主
占
有
者
が
「
新
権
原
」
に
よ
り
さ
ら
に
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
占
有
を
始
め
た
と

き
は
、
受
託
者
の
他
主
占
有
は
自
主
占
有
に
転
換
す
る
（
民
一
八
五
条
後
段
）
。
た
と
え
ば
、
受
託
者
が
他
主
占
有
に
よ
り
信
託
財
産
上
を

権
利
を
占
有
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
後
、
相
続
そ
の
他
包
括
名
義
に
よ
り
信
託
財
産
を
承
継
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
（
旧
信
託
法
二
二

条
二
項
、
改
正
信
託
法
三
一
条
二
項
三
号
）
。

最
後
に
、
相
対
的
権
利
移
転
説
に
よ
れ
ば
、
元
来
受
託
者
は
自
己
の
利
益
の
た
め
に
占
有
す
る
者
で
は
な
い
か
ら
、
受
益
者
を
占
有
者

と
し
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
は
代
理
占
有
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
（
岩
田
新
・
信
託
法
新
論
六
三
頁
、
’
五
一
頁
、
黒
田
豊

次
・
信
託
法
講
義
要
綱
七
七
頁
）
。
代
理
占
有
説
に
よ
れ
ば
、
代
理
占
有
は
他
人
を
し
て
物
を
所
持
さ
せ
て
い
る
場
合
の
占
有
換
言
す
れ
ば

い
わ
ゆ
る
代
理
人
の
所
持
を
介
し
て
成
立
す
る
占
有
で
あ
る
が
（
末
川
博
・
物
権
法
一
九
六
頁
参
照
）
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
受
託
者
は
、
信

託
財
産
に
つ
い
て
、
本
人
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
、
本
人
と
し
て
の
受
益
者
を
占
有
者
と
し
て
、
他
人
で
あ
る
受
託
者
が
所
持
ま

た
は
占
有
す
る
の
で
あ
る
（
民
一
八
一
条
）
・

委
託
者
の
占
有
暇
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

八
一

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

八
二

代
理
占
有
の
効
果
に
つ
い
て
、
占
有
が
菫
ロ
意
に
よ
る
も
の
か
、
悪
意
に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
侵
奪
に
よ
る
も
の
か
否
か
な
ど
は
直
接
に

信
託
財
産
を
一
町
侍
し
て
い
る
代
理
人
（
受
託
者
）
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
で
あ
る
が
、
受
託
者
が
善
意
で
あ
っ
て
も
、
委
託
者
が
悪
意
で
あ

る
な
ら
ば
、
悪
意
の
委
託
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
た
め
、
委
託
者
に
善
意
占
有
者
と
し
て
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
く
我
妻
栄
・
講
義
三
二
五
頁
参
照
、
末
川
博
・
物
権
法
二
○
三
頁
参
照
）
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
代
理
占
有
に
お
い

て
は
、
占
有
代
理
人
で
あ
る
受
託
者
の
占
有
を
通
し
て
、
本
人
で
あ
る
委
託
者
が
占
有
権
を
取
得
す
る
（
民
一
八
一
条
）
。
そ
の
結
果
、
自

主
占
有
の
効
力
と
同
様
、
委
託
者
の
た
め
に
取
得
時
効
（
民
一
六
二
条
以
下
）
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
代
理
占
有
は
、

（
胴
）

そ
の
効
力
と
し
て
、
本
人
で
あ
る
委
託
者
の
た
め
に
取
得
時
効
の
進
行
が
認
め
、
り
れ
る
た
め
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
占
有
に
つ

い
て
代
理
占
有
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
（
改
正
信
託
法
一
五
条
）
の
趣
旨
は
、
受
託
者
は
自
己
の
占

有
の
み
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
受
託
者
を
委
託
者
の
占
有
の
延
長
と
み
な
し
て
、
真
正
の
所
有
者
を
保
謎
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
規
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
ａ
）
契
約
信
託
と
遺
言
信
託

委
託
者
が
処
分
権
を
有
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
信
託
を
設
定
し
た
場
合
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
適
用
範

囲
に
つ
い
て
、
契
約
信
託
と
遺
言
信
託
と
で
差
異
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
信
託
の
場
合
に
お
い
て
は
、
委
託
者
が
処
分
権
を
有
し

Ⅳ
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
適
用
範
囲

二
）
信
託
の
形
態
に
よ
る
適
用
の
可
否
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（
ｂ
）
自
益
信
託
と
他
益
信
託

委
託
者
が
処
分
権
を
有
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
信
託
を
設
定
し
た
場
合
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
適
用
範

囲
に
つ
い
て
、
自
益
信
託
と
他
益
信
託
と
で
差
異
が
存
す
る
の
か
問
題
に
な
る
。
多
数
説
は
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
の
文
理
上
特
段

の
制
限
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
自
益
信
託
・
他
益
信
託
か
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
場
合
を
含
め
て
い
た
（
た
と
え
ば
、
青
木
徹
二
・
信
託

法
論
一
六
九
頁
、
入
江
真
太
郎
・
全
訂
信
託
法
原
論
二
三
六
頁
、
三
淵
忠
彦
・
信
託
法
及
信
託
業
法
九
一
頁
以
下
等
参
照
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
益
信
託
と
他
益
信
託
と
を
区
別
し
、
他
益
信
託
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
受
益
者
の
利
益
の
た
め
に
、
信
託

財
産
の
委
託
者
か
ら
の
独
立
性
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
べ
き
で
あ
る
（
四
宮
・
前
掲
醤
一
九
六
頁
）
と
し
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
の
適
用

に
つ
い
て
一
定
の
制
限
を
課
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
他
益
信
託
の
場
合
に
お
い
て
は
、
受
益
者
が
善
意
・
無
過
失
の
と
き
は
、
そ
の
受

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

八
三

な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
信
託
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
信
託
設
定
行
為
自
体
は
有
効
で
あ
り
（
贈
与
（
大
判
昭
和
一
一
年
一
二
月
一
五

日
法
学
六
巻
三
八
二
頁
）
、
売
買
（
民
法
五
五
五
条
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
処
分
権
の
な
い
他
人
の
も
の
で
も
有
効
と
し
て
い
る
）
、
受
託
者

は
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
信
託
に
お
い
て
は
、
自
益
信
託
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
信
託
財
産

の
如
何
を
問
わ
ず
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
遺
言
信
託
の
場
合
に
お
い
て
は
、
信
託
財
産
に
さ
れ
た
財
産
が
遺
言
者
の
死
亡
当
時
相
続
財
産
に
属
さ
な
い
他
人
の

財
産
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
限
度
で
信
託
設
定
行
為
は
無
効
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
信
託
に
お
い
て
は
、
信
託
設
定
行
為
自
体
が

無
効
に
な
る
た
め
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
は
問
題
に
な
ら
ず
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
規
定
は
適
用
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
。
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八
四

益
者
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
に
つ
い
て
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
延
長
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、

受
益
者
が
悪
意
・
有
過
失
で
あ
る
な
ど
、
占
有
の
暇
疵
を
対
抗
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
事
情
が
受
益
者
に
あ
る
場
合
に
は
、
た
と
え
受

託
者
が
善
意
・
無
過
失
で
あ
っ
て
も
、
受
益
者
を
保
護
す
べ
き
で
は
な
い
（
四
宮
・
前
掲
書
一
九
六
頁
）
と
い
う
一
」
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
（
改
正
信
託
法
一
五
条
）
の
規
定
は
、
原
則
と
し
て
、
自
益
信
託
に
関
す
る
規
定
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
（
細
矢
祐
治
・
信
託
法
理
及
信
託
法
制
二
五
四
頁
以
下
参
照
、
四
宮
・
前
掲
書
一
九
六
頁
、
田
中
實
・
山
田
昭
・
補
訂
雨
宮
孝
子
・

改
訂
信
託
法
六
四
頁
）
。
目
益
信
託
の
場
合
に
は
、
受
益
者
は
委
託
者
と
同
一
人
格
者
で
あ
る
た
め
、
常
に
悪
意
・
有
過
失
が
存
す
る
と
言

え
る
か
ら
で
あ
る
。
他
益
信
託
の
場
合
に
お
い
て
は
、
委
託
者
の
占
有
瑠
疵
に
つ
い
て
、
受
益
者
が
善
意
・
無
過
失
の
と
き
は
適
用
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
が
、
受
益
者
が
悪
意
・
有
過
失
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
た
め
、
例
外
的
な
規
定
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

（
も
動
産

委
託
者
が
占
有
す
る
動
産
の
場
合
、
信
託
財
産
と
し
て
、
受
託
者
に
移
転
さ
れ
た
動
産
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
即
時
取
得
の
規
定
良

（
脇
）

一
九
二
条
）
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
占
有
の
暇
疵
に
関
す
る
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
二
一
一
条
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
民
法
上
無
記
名
債
権
（
た
と
え
ば
、
乗
車
切
符
、
劇
場
観
覧
券
、
無
記
名
株
券
等
）
は
動
産
と
み
な
さ
れ
る
が
（
民
八
六
条
三

項
）
、
旧
信
託
法
一
三
条
二
項
と
の
関
係
上
、
無
記
名
証
券
を
指
称
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
永
井
壽
吉
「
日
本
信
託
法
要
義

（
四
）
」
信
託
集
会
所
会
報
一
六
巻
六
号
五
三
頁
参
照
）
。

（
二
）
信
託
財
産
の
種
類
に
よ
る
適
用
の
可
否
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（
ｃ
）
金
銭

委
託
者
が
盗
取
し
た
他
人
の
金
銭
（
現
金
）
を
信
託
財
産
と
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
適

用
に
よ
り
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
か
問
題
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
金
銭
は
一
般
的
に
「
物
‐
｜
と
し
て
の
個
性
を

も
た
ず
、
そ
の
上
強
度
の
代
替
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
金
銭
に
は
即
時
取
得
の
規
定
（
民
法
一
九
二
条
）
は
適
用

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
委
託
者
が
占
有
を
奪
取
し
た
他
人
の
金
銭
に
つ
い
て
は
、
正
当
な
権
利
者
で
あ
る
被
盗
取
者
（
被
害

者
）
は
物
権
的
返
還
請
求
権
を
有
せ
ず
、
債
権
的
返
還
請
求
権
し
か
有
し
な
い
の
で
あ
る
（
通
説
）
。
ま
た
、
金
銭
の
占
有
移
転
は
常
に

所
有
権
の
移
転
を
伴
う
か
ら
（
下
民
巣
八
巻
一
一
号
二
二
一
一
頁
）
、
間
接
占
有
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
託
者
が
盗

取
し
た
他
人
の
金
銭
を
信
託
財
産
と
し
た
場
合
に
は
、
受
託
者
は
信
託
財
産
の
占
有
に
つ
い
て
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
こ
と

は
な
い
と
解
し
て
、
被
盗
取
者
か
ら
返
還
を
請
求
さ
れ
て
も
、
受
託
者
は
返
還
す
る
必
要
は
な
い
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
委
託
者
が
盗

取
し
た
他
人
の
金
銭
を
も
っ
て
信
託
財
産
に
し
た
こ
と
を
明
白
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
被
盗
取
者
は
損
害
の
回
復
を
は

か
る
た
め
に
、
信
託
財
産
た
る
金
銭
に
対
す
る
強
制
執
行
は
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
信
託
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行

は
「
信
託
前
ノ
原
因
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
権
利
」
（
信
託
法
一
六
条
一
項
）
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
執
行
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

委
託
者
の
占
有
珊
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

八
五

委
託
者
が
占
有
す
る
不
動
産
の
場
合
、
信
託
財
産
と
し
て
、
受
託
者
に
移
転
し
た
不
動
産
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
即
時
取
得
の
規
定
は

も
と
も
と
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
占
有
の
暇
疵
に
関
す
る
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
永
井
講
吉
一
前
掲
論
文
」
五
二
頁
）
。

（
ｂ
）
不
動
産
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信
託
財
産
た
る
有
価
証
券
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
信
託
法
・
信
託
業
法
上
と
く
に
限
定
は
な
く
、
一
般
に
有
価
証
券
と
さ
れ
る
も
の
は

す
べ
て
対
象
に
な
る
と
解
さ
れ
る
（
経
済
法
令
研
究
会
一
編
・
信
託
の
実
務
二
二
七
頁
）
。
た
だ
し
、
不
完
全
な
有
価
証
券
と
言
わ
れ
る
株
券
は

「
金
銭
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
し
な
い
と
解
す

る
の
が
通
説
で
あ
る
（
青
木
徹
一
一
・
信
託
法
論
一
六
一
頁
、
入
江
真
太
郎
・
全
訂
信
託
法
原
論
一
一
三
八
頁
、
三
淵
忠
彦
・
信
託
法
及
信
託
業
法
五
四
頁
、

栗
栖
趨
夫
・
信
託
法
網
論
一
三
四
頁
、
永
井
祷
吉
「
前
掲
論
文
」
五
三
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
宮
和
夫
博
士
は
、
「
株
券
は
「
金
銭
其
ノ
他
ノ

（
ｄ
）
有
価
証
券

改
正
前
の
信
託
法
に
お
い
て
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
は
受
託
者
が
承
継
す
る
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
、
改
正
信
託
法
一
五
条
）
旨
の
原

則
は
、
「
金
銭
其
ノ
他
ノ
物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
二
付
」
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
旧
信
託
法
一
三

条
二
項
）
。
改
正
信
託
法
で
は
有
価
証
券
を
信
託
財
産
と
す
る
受
託
者
の
占
有
瑠
疵
の
承
継
に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
「
信

託
財
産
に
属
す
る
財
産
」
の
中
に
有
価
証
券
を
包
含
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
金
銭
そ
の
他
の

物
ま
た
は
有
価
証
券
の
給
付
を
目
的
と
す
る
有
価
証
券
の
占
有
に
つ
い
て
も
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
は
、
受
託
者
が
承
継
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
価
証
券
の
悪
意
取
得
者
ま
た
は
重
大
な
過
失
の
あ
る
取
得
者
が
委
託
者
と
し
て
、
そ
の
有
価
証
券
を
信
託
財
産

と
し
た
場
合
に
は
、
受
託
者
が
た
と
へ
善
意
・
無
過
失
で
あ
っ
て
も
、
委
託
者
の
占
有
の
暇
疵
を
承
継
す
る
た
め
、
受
託
者
（
占
有
者
）

は
悪
意
ま
た
は
重
過
失
の
あ
る
者
と
見
倣
さ
れ
、
そ
の
証
券
の
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有
者
は
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

（
経
済
法
令
研
究
会
編
・
信
託
の
実
務
五
八
頁
参
照
）
。

八
六
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改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
）
の
適
用
範
囲
の
問
題
と
し
て
、
占
有
の
暇
疵
の
み
に
適
用
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
権

利
の
瑠
疵
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
の
か
に
関
し
て
、
学
説
は
判
例
と
対
立
す
る
。
否
定
説
を
採
ら
れ
る
判
例
に
よ
れ
ば
、
下
級
審
の
判

決
で
あ
る
が
（
東
京
地
判
昭
和
二
年
五
月
一
七
日
新
聞
二
七
一
三
号
一
四
頁
、
こ
れ
に
対
し
て
、
大
判
大
正
九
年
一
○
月
一
八
日
民
録
二
六
輯
一
五
五

一
頁
は
、
受
託
者
に
よ
る
権
利
の
瑠
疵
の
承
継
を
認
め
る
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
（
四
宮
・
前
掲
書
一
九
九
頁
）
）
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
（
改

正
信
託
法
一
五
条
）
の
規
定
は
、
「
委
託
者
ノ
占
有
ノ
瑠
疵
」
と
い
う
文
言
が
明
示
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
文
言
に
拘
泥
し
て
、
本

条
の
規
定
は
有
価
証
券
の
受
託
者
は
委
託
者
の
権
利
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
の
み
を
承
継
す
べ

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
瑠
疵
承
継
（
中
野
）

八
七

物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
」
で
は
な
い
が
、
有
価
証
券
の
一
種
で
あ
り
（
商
法
二
○
五
条
参
照
）
、
有
価
証
券
と

同
様
の
流
通
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
商
法
二
二
九
条
）
、
有
価
証
券
と
同
視
す
べ
き
で
あ
る
」
（
四
宮
・
前
掲
書
一
九
八
頁
）
と
し
、

「
単
に
給
付
の
目
的
物
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
占
有
の
公
信
力
で
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
株
券
の
占
有
者
は
適
法
な
所
持
人
と
推

定
さ
れ
（
商
法
二
○
五
条
Ⅱ
）
、
ま
た
即
時
取
得
が
認
め
ら
れ
る
（
商
法
二
二
九
条
）
か
ら
、
他
の
有
価
証
券
と
同
様
に
、
本
条
の
適
用
が
あ

る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
（
信
託
法
［
新
版
」
八
二
頁
）
と
主
張
さ
れ
る
。
実
務
の
実
態
に
相
応
す
る
見
解
で
あ
り
支
持
さ
れ
る
べ
き

ま
た
、
民
法
八
六
条
三
項
は
「
無
記
名
債
権
は
動
産
と
み
な
す
」
と
規
定
す
る
た
め
、
無
記
名
債
券
は
動
産
と
み
な
さ
れ
る
が
、
債
権

そ
の
も
の
と
そ
れ
を
化
体
・
表
彰
す
る
有
価
証
券
と
は
別
個
の
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
動
産
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
も
有
価
証
券
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

で
あ
る
。

（
三
）
占
有
の
暇
疵
と
権
利
の
暇
疵
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学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

八
八

き
』
臼
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
預
金
者
た
る
手
形
債
務
者
よ
り
委
託
者
（
債
権
者
）
に
対
す
る
預
金
債
権
を
も
っ
て
受
託
者
に

対
抗
せ
ら
れ
た
対
当
額
に
お
け
る
相
殺
の
抗
弁
を
否
認
し
た
の
で
あ
る
（
中
野
正
俊
・
信
託
法
判
例
研
究
（
新
訂
版
）
一
七
三
頁
以
下
参
照
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
上
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
（
改
正
信
託
法
一
五
条
）
に
規
定
す
る
「
受
託
者
ハ
信
託
財
産
ノ
占
有
一
一
付
委

託
者
ノ
占
有
ノ
暇
疵
ヲ
承
継
ス
」
と
い
う
文
言
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
し
に
、
委
託
者
の
占
有
の
暇
疵
の
み
で
は
な
く
、
権
利
の
暇
疵
の
承

継
（
た
と
え
ば
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
、
委
託
者
の
無
権
利
、
抗
弁
権
の
付
着
、
相
殺
権
の
付
着
、
取
消
権
の
付
着
、
弁
済
に
よ
る
消
滅
等
）
を
も
認
め

る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
有
力
な
見
解
が
あ
っ
た
（
青
木
徹
二
「
信
託
法
判
例
批
評
其
二
」
信
託
及
証
券
七
集
六
頁
以
下
、
入
江
真
太
郎
・
全
訂
信

託
法
原
論
二
三
九
頁
、
永
井
壽
吉
一
日
本
信
託
法
要
義
」
信
託
協
会
会
報
一
六
巻
六
号
五
四
頁
、
四
宮
・
前
掲
書
一
九
八
頁
、
田
中
賞
「
信
託
法
講
義

｛
Ⅳ
）
 

（
五
）
」
会
報
信
託
一
一
一
号
八
六
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
民
法
の
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
、
委
託
者
に
存
す
る
権
利
の
暇
疵
（
債
権
譲
渡
に
よ
る
債

務
者
の
異
議
な
く
承
諾
、
有
価
証
券
の
譲
渡
に
よ
る
抗
弁
ま
た
は
手
形
債
権
者
に
対
す
る
相
殺
の
抗
弁
な
ど
）
は
、
か
か
る
権
利
の
譲
渡

に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
委
託
者
が
自
己
の
利
益
の
た
め
に
暇
疵
の
あ
る
権
利
を
設
定
し
た
場
合
、
譲
渡
に
よ
る

切
断
は
認
め
ら
れ
ず
、
た
と
え
受
託
者
が
善
意
で
あ
っ
て
も
、
真
の
権
利
者
の
債
務
者
は
、
受
託
者
に
対
し
て
、
権
利
の
瑠
疵
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
四
宮
・
前
掲
書
一
九
八
頁
参
照
）
。

受
託
者
は
、
信
託
の
設
定
に
よ
り
委
託
者
の
財
産
権
の
移
転
を
受
け
る
た
め
、
他
人
で
あ
る
委
託
者
の
財
産
権
た
る
信
託
財
産
を
占
有

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
信
託
法
に
は
受
託
者
の
占
有
瑠
疵
の
効
果
に
関
す
る
明
文
規
定
が
存
し
な
い
た
め
、
占
有
の
承
継
に
関
す

Ｖ
受
託
者
の
占
有
承
継
の
効
果
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る
民
法
の
一
般
に
原
則
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
効
果
が
発
生
す
る
。

ま
ず
、
受
託
者
が
信
託
財
産
に
つ
い
て
行
使
す
る
権
利
の
推
定
に
つ
い
て
、
占
有
者
た
る
受
託
者
が
信
託
財
産
の
上
に
行
使
す
る
権
利

（
肥
〉

は
、
自
主
占
有
で
あ
る
と
他
主
占
有
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
受
託
者
の
占
有
す
る
信
託
財
産
が
他
人
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
適
法
に
有
す

る
も
の
と
推
定
さ
れ
（
民
一
八
八
条
）
、
名
義
上
受
託
者
が
所
有
権
を
有
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
人
の
財
産
が
信
託

財
産
と
さ
れ
た
場
合
、
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有
者
は
、
そ
の
返
還
を
請
求
す
る
と
き
、
自
己
の
所
有
で
あ
る
こ
と
す
な
わ
ち
受
託
者
に

所
有
権
が
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
使
用
借
権
の
存
否
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
が
、
最
判
昭
和
三
五
年
一
一
一
月
一
日
民
業
一

四
巻
三
号
三
二
七
頁
参
照
）
。
原
則
と
し
て
、
信
託
財
産
を
占
有
す
る
受
託
者
が
正
当
な
所
有
者
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

不
動
産
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
無
制
限
に
推
定
さ
れ
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
不
動
産
に
つ
い
て
は
、

（
〃
〉

登
記
を
も
っ
て
権
利
変
動
の
対
抗
要
件
と
し
て
い
る
か
雪
ｂ
で
あ
る
（
民
一
七
七
条
、
旧
信
託
法
三
条
一
項
、
改
正
信
託
法
一
四
条
）
。

つ
ぎ
に
、
受
益
者
の
信
託
財
産
か
ら
生
じ
た
果
実
（
信
託
利
益
）
の
取
得
に
つ
い
て
、
委
託
者
が
信
託
財
産
で
あ
る
占
有
物
に
つ
い
て

悪
意
、
過
失
、
暴
行
も
し
く
は
強
迫
ま
た
は
穏
秘
な
ど
暇
疵
の
あ
る
占
有
で
あ
る
場
合
、
受
託
者
は
、
た
と
へ
平
穏
、
公
然
、
善
意
、
無

過
失
で
あ
っ
て
も
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
受
託
者
の
占
有
が
平
穏
、
公
然
、
善
意
、
無
過
失
で
あ
っ
て
も
、
即
時
取
得
の
規
定
（
民
一
九
二
条
）
は
適
用

さ
れ
ず
、
そ
の
財
産
上
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
託
者
が
悪
意
の
占
有
者
で
あ
る
な
ら
ば
、

受
託
者
が
善
意
で
あ
っ
て
も
、
受
託
者
お
よ
び
委
託
者
（
受
益
者
）
は
、
信
託
財
産
上
の
果
実
（
天
然
果
実
お
よ
び
法
定
果
実
を
含
む
が
、

信
託
財
産
た
る
金
銭
を
運
用
し
て
得
た
利
益
は
果
実
で
は
な
い
た
め
、
民
法
一
八
九
条
の
問
題
で
は
な
く
、
不
当
利
得
良
七
○
三
条
）

の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
た
め
（
最
判
昭
和
一
一
一
八
年
一
二
月
二
四
日
民
集
一
七
巻
号
一
七
一
一
○
頁
）
）
、
果
実
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

委
託
者
の
占
有
暇
疵
と
受
託
者
の
瑠
疵
承
継
（
中
野
）

八
九

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

九
○

の
で
あ
る
（
民
法
一
八
九
条
）
。
悪
意
の
受
益
者
は
、
そ
の
受
け
た
利
益
に
利
息
を
付
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
七
○
四
条
）
。

も
っ
と
も
、
少
数
有
力
説
（
細
矢
祐
治
・
信
託
法
理
及
信
託
法
制
二
五
四
頁
以
下
、
四
宮
・
信
託
法
［
新
版
］
’
九
六
頁
、
田
中
實
・
山
田
昭
・
補
訂

雨
宮
孝
子
・
改
訂
信
託
法
六
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
他
益
信
託
の
場
合
、
受
益
者
が
善
意
・
無
過
失
の
と
き
は
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
は
切

断
さ
れ
る
た
め
、
受
益
者
は
信
託
財
産
か
ら
生
じ
た
果
実
（
信
託
利
益
）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
受
託
者
の
果
実
の
管
理
責
任
に
つ
い
て
、
委
託
者
が
信
託
財
産
で
あ
る
占
有
物
に
つ
い
て
悪
意
、
暴
行
も
し
く
は
強
迫
ま
た
は

穏
秘
な
ど
瑠
疵
の
あ
る
場
合
、
た
と
へ
受
託
者
が
平
穏
、
公
然
、
善
意
、
無
過
失
で
あ
っ
て
も
、
受
託
者
お
よ
び
委
託
者
（
受
益
者
）
は
、

信
託
財
産
の
果
実
（
信
託
利
益
）
を
返
還
し
か
つ
既
に
消
費
し
た
果
実
（
信
託
利
益
）
、
過
失
に
よ
っ
て
滅
失
お
よ
び
損
傷
し
た
果
実

（
信
託
利
益
）
ま
た
は
収
取
を
怠
っ
た
果
実
（
信
託
利
益
）
の
代
価
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
良
法
一
九
○
条
一
項
）
。
た
だ
し
、
か

か
る
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
少
数
有
力
説
に
よ
れ
ば
、
受
益
者
が
善
意
・
無
過
失
の
と
き
は
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
は
切
断
さ
れ

る
た
め
、
信
託
財
産
か
ら
の
果
実
（
信
託
利
益
）
の
返
還
ま
た
は
消
費
し
た
果
実
（
信
託
利
益
）
を
返
還
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
受
託
者
の
信
託
財
産
に
対
す
る
管
理
責
任
に
つ
い
て
、
委
託
者
が
信
託
財
産
で
あ
る
不
動
産
に
つ
い
て
悪
意
の
占
有
で
あ
る

場
合
、
た
と
へ
受
託
者
が
善
意
で
あ
っ
て
も
、
改
正
信
託
法
一
五
条
（
旧
信
託
法
一
三
条
一
項
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
受
託
者

は
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
受
託
者
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
信
託
財
産
を
滅
失
ま
た
は
損
傷
し

た
と
き
は
、
そ
の
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有
者
に
対
し
て
、
そ
の
損
害
の
全
部
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
一
九
一
条
本
文
前
段
）
。

受
託
者
が
善
意
の
場
合
に
は
、
受
託
者
は
、
そ
の
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有
者
に
対
し
て
、
信
託
財
産
の
滅
失
ま
た
は
損
傷
に
よ
っ
て
現

に
利
益
を
受
け
て
い
る
限
度
に
お
い
て
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
一
九
一
条
本
文
後
段
）
。
た
だ
し
、
所
有
の
意
思
の
な
い
受
託
者

は
、
善
意
の
と
き
で
あ
っ
て
も
、
全
部
の
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
良
一
九
一
条
た
だ
し
書
）
。
す
な
わ
ち
、
委
託
者
が
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奪
取
し
た
他
人
の
動
産
を
信
託
財
産
と
し
て
信
託
を
設
定
し
た
場
合
、
善
意
の
受
託
者
は
、
信
託
目
的
に
従
っ
て
そ
の
信
託
財
産
を
売
却

処
分
し
た
と
き
、
そ
の
動
産
の
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有
者
に
対
し
て
、
民
法
一
九
一
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
産
の
全
損
害
を
賠

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
問
題
に
な
る
。
か
か
る
場
合
、
そ
の
動
産
の
真
の
所
有
者
は
、
受
託
者
に
対
し
て
、
民
法
一
九
一

条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
産
の
全
損
害
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
委
託
者
が
悪
意
の
占
有
者
で
あ
る
か
ら
、
受
託
者

は
、
善
意
で
あ
っ
て
も
、
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
し
て
、
悪
意
の
占
有
者
と
見
微
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
一
九
一

条
の
規
定
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
信
託
財
産
が
受
託
者
の
過
失
に
よ
っ
て
、
滅
失
ま
た
は
損
傷
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
故
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
そ
の
滅
失
ま
た
は
損
傷
が
受
託
者
の
過
失
に
よ
ら
な
い
場
合
に
は
、
受
託
者
は
、
占
有
を
失
っ
た
真
の
所
有

者
に
対
し
て
、
民
法
一
九
一
条
の
規
定
に
よ
る
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
人
の
財
産
を
保
有
す
る
受
託
者
は
、
そ

く
印
）

の
財
産
の
管
理
処
分
に
つ
い
て
、
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
（
旧
信
託
法
二
○
条
、
改
正
信
託
法
二
九
条
）
、
こ

の
注
意
義
務
に
違
反
し
て
、
信
託
財
産
を
滅
失
ま
た
は
損
傷
し
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
賠
償
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
受
託
者
が
信
託
財
産
を
他
に
売
却
処
分
し
た
場
合
、
受
託
者
に
過
失
な
く
善
意
で
あ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
受
託
者
は
、
そ

の
動
産
の
所
有
者
に
対
し
て
、
全
額
の
賠
償
義
務
は
な
く
現
に
利
益
を
受
け
た
限
度
で
賠
償
す
る
こ
と
で
足
り
る
の
で
あ
る
（
三
淵
忠

彦
・
前
掲
響
五
三
頁
参
照
、
永
井
瀞
吉
「
前
掲
論
文
一
五
四
頁
参
照
）
。

最
後
に
、
受
託
者
の
費
用
償
還
請
求
権
に
つ
い
て
、
受
託
者
は
、
も
と
も
と
他
人
の
財
産
を
信
託
財
産
と
し
て
占
有
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
信
託
財
産
と
し
て
占
有
す
る
占
有
物
に
つ
い
て
必
要
費
を
支
出
し
た
場
合
、
善
意
・
悪
意
を
問
わ
ず
ま
た
所
有
の
意
思
の
有
無
を

問
わ
ず
、
真
の
所
有
者
た
る
原
所
有
者
に
対
し
て
、
必
要
費
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
一
九
六
条
一
項
）
。
こ
の
場
合
の
必

要
費
と
は
、
た
と
え
ば
、
保
存
費
、
修
繕
費
（
大
規
模
な
修
繕
を
除
き
、
普
通
の
応
急
的
な
小
規
模
の
修
繕
）
、
公
租
公
課
な
ど
信
託
財

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

九
一
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前
述
し
た
よ
う
に
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
一
項
は
、
「
受
託
者
ハ
信
託
財
産
ノ
占
有
二
付
委
託
者
ノ
占
有
ノ
暇
疵
ヲ
承
継
ス
」
と

規
定
し
、
同
二
項
は
、
「
前
項
ノ
規
定
ハ
金
銭
其
ノ
他
ノ
物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
二
付
之
を
準
用
ス
」
と
規

定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
改
正
信
託
法
一
五
条
に
よ
れ
ば
、
「
受
託
者
は
、
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
の
占
有
に
つ
い
て
、

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

九
二

崖
の
保
存
と
管
理
に
必
要
な
費
用
で
あ
る
。
た
だ
し
、
受
託
者
お
よ
び
委
託
者
（
受
益
者
）
が
果
実
を
取
得
し
た
と
き
は
、
通
常
の
必
要

費
は
受
託
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
一
九
六
条
一
項
た
だ
し
書
）
。
ま
た
、
受
託
者
は
、
信
託
財
産
で
あ
る
占
有
物
の
改
良
の

た
め
に
支
出
し
た
金
額
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
の
増
加
が
現
存
す
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
真
の
所
有
者
た
る
原
所
有
者
の
選
択
に
し
た
が
っ

て
、
自
己
が
支
出
し
た
金
銭
ま
た
は
増
加
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
一
九
六
条
二
項
本
文
）
。
こ
の
場
合
の
有
益
費
と
は
、
信
託

財
産
の
価
値
を
増
加
す
る
費
用
を
言
い
、
た
と
え
ば
、
信
託
財
産
で
あ
る
建
物
の
前
の
道
路
整
備
お
よ
び
花
電
灯
の
設
備
〈
大
判
昭
和
五

年
四
月
二
六
日
評
論
一
九
巻
一
一
一
二
三
頁
）
お
よ
び
雨
戸
の
新
調
（
大
判
昭
和
七
年
一
二
月
九
日
頁
裁
判
例
六
民
一
一
一
一
一
一
四
頁
）
な
ど
で
あ
る
。
か
か

る
場
合
、
受
託
者
は
、
原
則
と
し
て
、
自
己
が
支
出
し
た
有
益
費
の
償
還
を
受
け
る
ま
で
、
占
有
物
で
あ
る
信
託
財
産
を
留
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
良
二
九
五
条
一
項
、
改
正
信
託
法
四
八
条
、
四
九
条
参
照
）
。
し
か
し
、
悪
意
の
受
託
者
に
対
し
て
は
、
善
意
の
受
託
者
と
相
違
し

て
、
裁
判
所
は
、
真
の
所
有
者
た
る
原
所
有
者
の
請
求
に
よ
り
償
還
に
相
当
の
期
限
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
〈
民
一
九
六
条
二
項
た
だ

し
醤
）
。
こ
の
場
合
に
は
、
信
託
財
産
を
留
置
す
る
権
利
は
消
滅
し
て
、
受
託
者
が
信
託
財
産
と
し
て
占
有
し
て
い
た
占
有
物
を
直
ち
に

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ⅵ
委
託
者
の
占
有
瑠
疵
に
関
す
る
改
正
信
託
法
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委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
一
と
規
定
す
る
の
み
で
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
二
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
の
占
有
瑠
疵
の
承

（
割
）

継
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
改
正
信
託
法
一
五
条
は
、
改
正
前
の
信
託
法
一
一
二
条
一
項
を
踏
襲
す
る

（
型
）

も
の
で
あ
り
、
立
法
論
Ｌ
｝
し
て
、
格
別
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

改
正
信
託
法
一
五
条
が
有
価
証
券
の
占
有
瑠
疵
の
承
継
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
二
項

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
金
銭
其
ノ
他
ノ
物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
」
と
規
定
し
て
い
た
た
め
に
、
立
法
論

上
、
有
価
証
券
の
種
類
に
制
限
を
設
け
た
規
定
と
し
て
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
占
有
暇
疵
の
承
継
に
関
す
る
法
理
は
、

有
価
証
券
全
体
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
株
券
の
よ
う
に
、
こ
の
制
限
か
ら
洩
れ
た
有
価
証
券
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
青
木
徹
一
一
・
信
託
法
論
一
六
一
頁
、
入
江
真
太
郎
・
全
訂
信
託
法
原
論
二
三
八
頁
、
三
淵
忠
彦
・
信
託
法
及
信
託
業
法
五
四

頁
、
栗
栖
越
夫
・
信
託
法
網
論
一
三
四
頁
、
遊
佐
慶
夫
・
信
託
法
制
評
論
七
六
頁
、
永
井
講
吉
「
日
本
信
託
法
要
義
（
四
）
」
信
託
集
会
所
会
報
一
六
巻
六

号
五
二
頁
）
。
そ
れ
故
、
改
正
信
託
法
が
何
故
有
価
証
券
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
遊
佐
慶
夫
博
士
は
、
立
法
論

と
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
二
項
に
つ
い
て
、
有
価
証
券
の
範
囲
に
触
れ
ず
に
、
単
に
「
前
項
ノ
規
定
ハ
有
価
証
券
二
付
之
ヲ
準

用
ス
」
と
規
定
し
、
有
価
証
券
の
範
囲
に
つ
い
て
は
学
説
・
判
例
の
解
釈
に
一
任
す
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
書
七
六
頁
）
。

そ
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
一
項
に
つ
い
て
は
、
「
受
託
者
ハ
信
託
財
産
二
付
委
託
者
ノ
瑠
疵
ヲ
承
継
ス
」
と
規
定
す
れ
ば
十
分

で
あ
り
、
そ
の
方
が
立
法
技
術
論
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
遊
佐
慶
夫
博
士
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
立
法
論
と
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
二
項
の
内
容
に
問
題
が
存

す
る
な
ら
ば
、
実
情
に
合
わ
せ
て
改
正
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
の
規
定
に
倣
っ
て
、
一
項
（
一
般
の
財
産
権
）
・
二
項
（
有
価

証
券
）
と
に
別
け
て
規
定
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

委
託
者
の
占
有
暇
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

九
三

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

九
四

こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
信
託
法
一
五
条
の
よ
う
に
、
立
法
論
と
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
二
項
の
規
定
を
削
除
し
、
包
括
的
に
、

「
一
交
託
者
は
、
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
の
占
有
に
つ
い
て
、
委
託
者
の
占
有
の
暇
疵
を
承
継
す
る
」
と
規
定
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
改
正
信
託
法
一
五
条
は
、
有
価
証
券
に
関
す
る
直
接
の
文
言
は
存
し
な
い
が
、
解
釈
論
と
し
て
、
有
価
証
券
に
関
す
る
占

有
瑠
疵
の
承
継
を
除
外
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
「
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
」
の
中
に
有
価
証
券
を
包
含
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
改
正
信
託
法
一
四
条
に
よ
れ
ば
、
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
の
対
率
抗
要
件
と
し
て
、
有
価
証
券
に
関
す
る

規
定
を
設
け
ず
、
「
登
記
又
は
登
録
を
し
な
け
れ
ば
権
利
の
得
喪
及
び
変
更
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
財
産
に
つ
い
て
、

信
託
の
登
記
又
は
登
録
を
し
な
け
れ
ば
、
当
該
財
産
が
信
託
財
産
に
属
す
る
こ
と
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
る
趣
旨
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
得
る
と
し
て
も
、
委
託
者
の
占
有
暇
疵
を
規
定
す
る
改
正
信
託
法
一
五

条
は
、
立
法
論
と
し
て
、
改
正
前
の
信
託
法
一
三
条
の
立
法
精
神
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
か
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る
。
実
務
界
の
慣
行

に
よ
る
解
釈
論
に
待
つ
ま
で
も
な
く
、
立
法
論
と
し
て
、
特
殊
な
公
一
巫
々
法
を
採
る
有
価
証
券
に
関
す
る
公
一
工
々
法
の
規
定
が
存
し
な
い

（
罰
）

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
遊
佐
慶
夫
博
士
に
倣
っ
て
「
一
別
項
の
規
定
は
有
価
証
券
に
付
い
て
準
用
す
」
を
規
定
す
べ
き

で
あ
っ
た
こ
と
を
提
言
し
て
お
き
た
い
。
改
正
前
の
信
託
法
上
有
価
証
券
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
ほ
か
（
旧
信
託
法
三
条
二

項
）
、
実
務
上
有
価
証
券
は
重
要
な
信
託
財
産
と
な
り
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
務
界
に
お
い
て
は
、
信
託
財
産
た
る
有
価
証
券
の
範
囲
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
講
学
上
、
「
金
銭
其
ノ
他
ノ

物
又
ハ
有
価
証
券
ノ
給
付
ヲ
目
的
ト
ス
ル
有
価
証
券
」
の
中
に
株
券
は
該
当
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
法
に
お
い
て
有
価
証
券

と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
対
象
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
価
証
券
に
関
す
る
法
律
上
の
定
義
規
定
は
存
し
な
い

が
、
講
学
上
、
有
価
証
券
の
定
義
に
つ
い
て
、
通
説
は
、
財
産
的
価
値
の
あ
る
私
権
を
表
彰
す
る
証
券
で
あ
っ
て
、
権
利
の
移
転
ま
た
は
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行
使
の
た
め
に
、
そ
の
証
券
の
移
転
ま
た
は
占
有
を
有
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ
る
が
（
岩
本
慧
・
新
訂
商
法
１
忽
別
・
商
行
為
法
）
一
四
九

頁
）
、
権
利
の
移
転
が
定
義
に
取
り
込
ま
れ
た
の
は
、
株
券
を
有
価
証
券
概
念
に
包
含
し
た
い
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
梶
山
純
・
川
村

正
幸
編
著
・
現
代
商
法
［
第
八
版
」
三
一
四
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
有
価
証
券
が
定
義
さ
れ
る
結
果
、
株
式
、
公
社
債
な
ど
の
ほ
か
、
手
形
、

船
荷
証
券
・
倉
庫
証
券
な
ど
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
務
上
、
有
価
証
券
を
対
象
に
す
る
信
託
は
、
国
債
・
地
方
債
・
政
府
保
証
債
・
円
貨
建
外
国
証
券
・
社
債
・
特
別

法
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
発
行
す
る
債
券
・
株
式
・
無
記
名
の
貸
付
信
託
受
益
証
券
・
投
資
信
託
受
益
証
書
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
（
経
済
法
令
研
究
会
編
・
信
託
の
実
務
一
一
一
一
七
頁
、
三
菱
信
託
銀
行
信
託
法
研
究
会
［
編
著
］
・
信
託
の
法
務
と
実
務
（
四
訂
版
）
四
九

九
頁
参
照
）
。

（
１
）
信
託
の
設
定
に
際
し
て
、
改
正
信
託
法
二
条
に
よ
れ
ば
、
信
託
の
設
定
者
で
あ
る
委
託
者
か
ら
受
託
者
へ
の
財
産
権
の
移
鱸
は
要
件
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
故
、
改
正
信
託
法
は
、
立
法
論
と
し
て
、
疑
義
の
存
す
る
規
定
で
あ
る
。
信
託
は
、
他
の
立
法
例
を
み
る
限
り
、
委
託
者
の
受
託
者
に
対
す
る
物
権
行
為

と
受
託
者
の
受
益
者
に
対
す
る
債
権
行
為
と
で
織
成
さ
れ
る
も
の
と
み
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
占
有
暇
疵
の
承
継
が
問
題
に
な
る
「
委
託
者
に
処
分
権
の
存
し
な
い
他
人
の
財
産
を
も
っ
て
」
と
は
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
、
委
託
者
が
悪
意
の
占
有
者

（
信
託
財
産
に
つ
い
て
占
有
を
為
す
権
利
を
有
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
）
で
あ
り
、
暇
疵
の
あ
る
占
有
者
（
信
託
財
産
に
つ
い
て
悪
意
、
過
失
、
強

暴
、
穏
秘
お
よ
び
不
継
続
等
あ
る
こ
と
）
で
あ
る
。

（
３
）
本
稿
は
、
改
正
信
託
法
と
し
て
公
布
（
平
成
一
八
年
一
二
月
一
五
日
）
後
、
未
だ
施
行
前
で
あ
る
が
、
改
正
信
託
法
と
し
て
論
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
民
法
に
お
い
て
、
贈
与
（
五
四
九
条
）
は
「
自
己
の
財
産
を
無
償
で
与
え
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
贈
与
者
は
他
人
の
所
有
物
を
贈
与
す
る
こ
と
も
有
効
で

あ
り
（
大
判
昭
和
一
一
年
一
一
一
月
一
五
日
法
学
六
巻
三
八
一
一
頁
）
、
売
買
（
五
五
五
条
）
に
お
い
て
も
他
人
の
所
有
物
に
つ
い
て
売
買
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ

る
（
五
六
○
条
、
最
判
昭
和
二
五
年
一
○
月
二
六
日
民
集
四
巻
一
○
号
四
九
七
頁
）
、
ま
た
、
賃
貸
人
が
賃
借
権
限
の
な
い
他
人
の
所
有
物
を
賃
貸
す
る
こ
と

も
有
効
で
あ
る
（
藤
岡
・
磯
村
・
浦
川
・
松
本
・
民
法
Ⅳ
ｌ
債
権
各
論
［
第
三
版
一
二
七
頁
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
信
託
法
に
お
い
て
も
、
他
人
の
所
有

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
と
受
託
者
の
暇
疵
承
継
（
中
野
）

九
五
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法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

九
六

に
属
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
立
法
論
と
し
て
、
信
託
財
産
と
し
て
信
託
す
る
こ
と
を
無
効
と
し
な
い
で
、
有
効
と
し
た
上
で
、
受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
暇

疵
を
承
継
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
改
正
信
託
法
は
、
委
託
者
か
ら
受
託
者
に
対
す
る
財
産
権
の
移
転
を
要
件
と
し
て
い
な
い
た
め
、
数
多
く
の
同
趣
旨
の
条
文
に
つ
い
て
、
旧
信
託
法
と
同

様
に
解
し
得
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
６
）
前
の
占
有
者
と
は
、
直
前
の
占
有
者
と
は
限
ら
な
い
（
大
判
大
正
六
年
一
一
月
八
日
民
録
二
三
輯
一
七
七
三
頁
）
か
ら
、
承
継
人
は
占
有
者
が
占
有
す
る

至
る
以
前
の
占
有
者
を
遡
っ
て
順
次
の
占
有
者
の
う
ち
任
意
に
占
有
者
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
大
判
昭
和
九
年
五
月
二
八
日
民
集
一
三

巻
八
五
七
頁
）
。
し
か
し
、
受
託
者
は
、
委
託
者
の
占
有
を
承
継
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
順
次
の
占
有
者
の
占
有
を
併
せ
て
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
７
）
占
有
の
暇
疵
に
閲
す
る
民
法
一
八
七
条
の
規
定
は
、
「
占
有
の
承
継
一
般
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
取
得
時
効
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
規
定

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
星
野
英
一
・
民
法
概
論
Ⅱ
（
物
犠
・
担
保
物
梅
）
九
九
頁
、
近
江
幸
治
・
民
法
識
義
Ⅱ
［
物
撤
法
］
新
版
補
訂
版
一
八
九
頁
、

田
中
整
爾
編
・
物
権
法
（
現
代
民
法
講
義
二
）
二
八
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
論
と
し
て
、
旧
信
託
法
一
三
条
の
規
定
は
、
債
権
説
的
櫛
成
に
灘
づ
く
も

の
で
あ
り
、
自
主
占
有
の
み
に
適
用
さ
れ
る
規
定
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
受
託
者
の
完
全
権
を
も
っ
て
柵
成
さ
れ
る
俄
権
説
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
改
正
要
項
試
案
の
段
階
に
お
い
て
、
旧
信
託
法
一
三
条
全
体
を
削
除
し
、
民
法
の
一
般
原
則
（
民
法
一
八
九
条
）
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
存

し
た
よ
う
で
あ
る
が
（
寺
本
振
透
網
代
・
解
説
新
信
託
法
五
一
頁
参
照
）
、
信
託
制
度
を
全
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
。
民
法
上
の
占
有
者
と
承
継
人

と
の
関
係
（
民
法
一
八
九
条
）
と
信
託
法
上
の
委
託
者
と
受
託
者
と
の
関
係
〈
改
正
信
託
法
一
五
条
、
旧
信
託
法
一
三
条
）
と
は
梱
運
す
る
か
ら
で
あ
る
（
中

野
「
改
正
信
託
法
評
論
②
」
亜
細
亜
法
学
四
二
巻
一
号
八
頁
参
照
）
。

（
９
）
中
野
正
俊
・
信
託
法
榊
義
一
八
頁
以
下
参
照
。

（
、
）
し
か
し
、
最
近
の
通
説
は
、
「
受
寄
者
、
受
任
者
、
財
産
管
理
人
な
ど
の
よ
う
に
、
他
人
の
利
益
の
た
め
に
物
を
管
理
す
る
者
も
、
自
己
の
責
任
で
物
を

所
持
す
る
か
ぎ
り
、
自
主
占
有
で
あ
る
」
（
淡
路
・
鎌
田
・
原
田
・
生
熊
・
民
法
Ⅱ
物
権
［
第
三
版
］
有
斐
閣
ｓ
シ
リ
ー
ズ
一
○
九
頁
参
照
）
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
趣
旨
か
ら
、
信
託
受
託
者
も
当
然
に
包
含
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
解
し
得
る
な
ら
ば
、
受
託
者
は
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
、
時
効
取
得
し

得
る
こ
と
に
な
り
、
問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
ｕ
）
占
有
の
瑠
疵
に
関
す
る
民
法
一
八
七
条
一
項
・
二
項
の
規
定
は
、
取
得
時
効
（
民
一
六
二
条
以
下
）
の
要
件
と
し
て
、
自
主
占
有
に
の
み
適
用
さ
れ
る
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
（
星
野
英
一
・
民
法
概
論
Ⅱ
（
物
権
・
担
保
物
権
〉
九
九
頁
、
近
江
幸
治
・
民
法
講
義
Ⅱ
（
物
権
法
）
初
版
補
訂
版
一
八
九
頁
等
）
。
し

た
が
っ
て
、
旧
信
託
法
一
三
条
の
規
定
は
、
立
法
論
と
し
て
、
債
権
説
に
よ
れ
ば
、
受
託
者
は
自
主
占
有
す
な
わ
ち
信
託
財
産
に
対
し
て
完
全
梅
を
有
す
る
と

柵
成
す
る
た
め
、
悩
権
説
的
栂
成
を
前
提
に
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
受
託
者
は
信
託
財
産
を
時
効
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
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行
）
樋
利
の
暇
疵
承
継
を
容
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
記
名
国
債
証
券
・
記
名
社
俄
券
霧
の
記
名
証
券
に
つ
い
て
は
、
占
有
に
よ
る
公
信

力
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
信
託
法
一
三
条
二
項
の
適
用
は
な
い
が
、
受
託
者
は
、
委
託
者
の
椛
利
の
暇
疵
を
承
継
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
四
宮
・
前
掲
書
一
九
八
頁
参
照
）
。
改
正
信
託
法
に
お
い
て
も
「
委
託
者
の
占
有
の
瑠
疵
を
承
継
す
る
」
二
五
条
）
と
規
定
す
る
の
み
で
、
権
利
の
瑠
疵
に

つ
い
て
何
ら
明
文
規
定
を
設
け
て
い
な
い
が
、
解
釈
論
と
し
て
、
同
様
に
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

（
旧
）
他
人
の
物
を
悪
意
で
占
有
す
る
行
為
は
、
そ
の
物
の
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
は
不
法
行
為
に
な
る
こ
と
が
あ
る
（
我
妻
・
有
泉
・
満
水
・
田
山
・
民
法

総
則
・
物
権
・
債
権
（
我
妻
・
育
泉
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
三
七
三
頁
）
。

委
託
者
の
占
有
暇
疵
と
受
託
者
の
瑠
疵
承
継
（
中
野
）

九
七

命
）
相
対
的
権
利
移
転
説
に
よ
れ
ば
、
受
益
者
を
占
有
者
と
し
、
受
託
者
は
代
理
占
有
と
主
張
さ
れ
る
（
岩
田
新
・
信
託
法
新
論
一
五
一
頁
、
黒
田
豊
次
・

前
掲
書
七
七
頁
）
。
占
有
暇
疵
の
承
継
の
問
題
は
、
信
託
設
定
時
に
お
け
る
委
託
者
の
占
有
状
態
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
受
益
者
の
占
有
で
は
な
く
、

受
託
者
は
委
託
者
の
占
有
の
暇
疵
を
承
継
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
代
理
占
有
に
お
い
て
は
、
占
有
代
理
人
で
あ
る
受
託
者
の
占
有
を
通

し
て
、
本
人
で
あ
る
委
託
者
が
占
有
権
を
取
得
す
る
た
め
、
自
主
占
有
の
効
力
と
同
様
、
委
託
者
の
た
め
に
取
得
時
効
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
四
四
宮
和
夫
博
士
は
、
「
信
託
財
産
に
対
す
る
即
時
取
得
は
占
有
の
珊
疵
の
承
継
に
よ
る
ほ
か
、
樅
利
の
暇
疵
承
継
に
よ
っ
て
も
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」

（
四
宮
和
夫
・
信
託
法
〔
新
版
］
一
九
九
頁
脚
注
（
２
）
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
一
，
信
託
財
産
」
と
は
励
麓
の
み
な
ら
ず
不
動
産
を
を
指
称
さ
れ
る
の
で

か
ら
、
受
託
者
は
完
全
権
者
と
な
る
者
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

面
）
受
託
者
が
委
託
者
の
ほ
か
受
益
者
｛
自
己
に
占
有
を
為
さ
し
め
た
者
）
に
対
し
て
、
「
お
預
か
り
し
て
い
た
信
託
財
産
に
つ
い
て
、
今
後
は
私
の
も
の
と

し
て
占
有
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
表
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
占
有
は
自
主
占
有
と
な
り
（
民
一
八
五
条
前
段
）
、
受
託
者
個
人
の
時
効
取
得
（
民
一

六
二
条
一
項
）
も
可
能
で
あ
ろ
う
（
四
宮
・
信
託
法
一
新
版
］
三
○
五
頁
、
大
阪
谷
公
雄
・
信
託
法
セ
ミ
ナ
ー
講
義
録
（
ト
ラ
ス
ト
六
○
叢
書
）
二
八
二
頁
、

近
江
幸
治
・
民
法
講
義
Ⅱ
［
物
権
法
］
初
版
補
訂
版
一
八
○
頁
参
照
）
と
言
わ
れ
る
。

（
四
信
託
財
産
に
法
主
体
を
付
与
し
受
託
者
は
信
託
財
産
の
機
関
た
る
地
位
と
捉
え
恩
実
質
的
法
主
体
説
に
よ
れ
ば
、
受
託
者
は
占
有
代
理
人
と
し
た
上
で
、

髄
限
の
性
質
上
他
主
占
有
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
信
託
財
産
に
占
有
権
を
生
ぜ
し
め
る
と
す
る
こ
と
は
疑
義
が
あ
る
。

（
Ｍ
）
占
有
の
瑠
疵
の
承
継
が
問
題
に
な
る
の
は
、
自
主
占
有
の
場
合
の
み
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
一
方
で
、
旧
信
託
法
一
三
条
〈
改
正
信
託
法
一
五
条
）
に
規
定

す
る
占
有
の
瑠
疵
の
承
継
は
他
主
占
有
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
大
阪
谷
公
雄
・
前
掲
轡
二
八
二
頁
）
。
他
主
占
有
は
、
他
に

所
有
権
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
占
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
所
有
の
意
思
の
な
い
占
有
で
あ
る
か
ら
、
占
有
の
暇
疵
の
承
継
は
そ
も
そ
も
問
題
に

あ
ろ
う
か
。

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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訂
）
営
業
信
託
に
お
い
て
は
、
受
託
者
が
投
資
目
的
の
た
め
に
保
有
す
る
有
価
証
券
等
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
信
託
の
公
示
が
省
略
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

か
か
る
場
合
、
受
託
者
の
償
権
者
か
ら
の
強
制
執
行
に
対
し
て
、
信
託
財
産
で
あ
る
旨
を
理
由
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
現
状
の
受
託
者
（
信
託
銀

行
）
は
信
用
力
も
あ
り
問
題
は
な
い
と
し
て
も
、
信
託
法
は
民
事
信
託
に
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、
き
わ
め
て
疑
義
の
存
す
る
規
定
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
配
）
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
自
己
信
託
（
信
託
宣
言
）
に
よ
る
信
託
の
設
定
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
（
改
正
信
託
法
二
条
二
項
三
号
、
三
条
三
号
）
、

委
託
者
の
占
有
瑠
疵
に
関
す
る
改
正
信
託
法
一
五
条
に
つ
い
て
は
、
他
益
信
託
を
前
提
に
す
る
限
り
（
信
託
宣
言
に
よ
る
自
益
信
託
の
投
定
を
原
則
し
て
有
効

と
す
る
見
解
も
存
す
る
が
（
禰
田
・
池
袋
・
大
矢
・
月
岡
馨
・
詳
解
新
信
託
法
一
○
六
頁
参
照
）
）
、
受
縦
者
の
轡
愈
・
無
過
失
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
受

益
者
が
悪
意
・
有
過
失
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
羽
）
信
託
の
公
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
中
野
正
俊
・
信
託
法
識
義
九
五
頁
以
下
参
照
。
と
く
に
、
有
価
証
券
の
公
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
九
七
頁
以
下
参
照
。

（
型
改
正
前
（

一
八
頁
参
照
。

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
一
号

九
八

（
い
）
柚
木
Ⅱ
高
木
・
判
例
物
権
法
総
論
三
五
八
頁
、
我
妻
・
有
泉
・
清
水
・
田
山
・
前
掲
聾
三
七
一
頁
、
星
野
英
一
・
民
法
概
論
Ⅱ
（
物
権
・
担
保
物
権
）
一

○
七
頁
、
遠
藤
・
川
井
・
原
島
・
広
中
・
水
本
・
山
本
編
・
民
法
二
物
権
［
第
四
版
〕
有
斐
閣
双
書
一
四
九
頁
、
近
江
幸
治
・
民
法
講
義
Ⅱ
［
物
権
法
］
初
版

補
訂
版
二
○
一
頁
、
松
井
・
鈴
木
、
上
谷
・
今
村
・
中
山
・
プ
リ
メ
ー
ル
民
法
二
物
権
法
・
担
保
物
権
｛
第
三
版
］
’
一
一
九
頁
。
淡
路
・
鎌
田
・
原
田
・

生
態
・
民
法
Ⅱ
１
物
権
有
斐
閣
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
一
二
三
頁
等
）

（
釦
）
改
正
前
の
受
託
者
の
善
管
注
意
義
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
野
正
俊
「
信
託
受
託
者
の
善
管
注
意
義
務
」
法
学
志
林
一
○
二
巻
三
・
四
合
併
号
一
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